
浅利陽介 大塚ちひろ 村田雄浩 川上麻衣子 近藤理沙 根岸季衣 熊谷真実 夏八木勲  
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監督： 下村優   

制作： 藤野珠美   

プロデューサー： 新藤次郎 / 石坂久美男 / 落合千代子  

脚本： 荒井晴彦 / 井上淳一   

撮影： 浜田毅    

照明： 長田達也   

音楽： 根岸貴幸 

(C）劇団東俳つくしんぼくらぶ／劇団東俳 

 
日本盲導犬協会 

デモンストレー

ション実施 

■上映日 ２月１６日 （土） 午前の部10時～12時30分／午後の部1時30分～4時  

■場 所 赤羽会館１階講堂 （北区赤羽南1－13－1） 

チケット 区内数カ所で販売中 ※裏面参照 

     ●一般 （１８歳以上） １，０００円 （当日券１，２００円） 

     ●子ども （１８歳未満） 無料  

主催：北区社会福祉協議会（岸町１－６－１７ ☎３９０６－２３５２） 

共催：北区視覚障がい者福祉協会 後援：北区、北区教育委員会 
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【チケット販売場所】 

北区社会福祉協議会（北区岸町1-6-17／03-3906-2352）  

桐ケ丘デイホーム（北区桐ケ丘1-6-2-101／03-3908-1277） 

滝野川東デイホーム 

（北区滝野川1-46-7滝野川東区民センター2階／03-5974-2540） 

富士見橋エコー広場館（北区田端5-16-1／03-3824-3196） 

北ノ台エコー広場館（北区上十条5-14-4／03-3907-3196） 

滝野川西エコー広場館 

（北区滝野川6-21-25滝野川西区民センター2階／03-5567-3196） 

赤羽エコー広場館 

（北区赤羽1-1-38赤羽駅南高架下／03-3908-3196） 

(C）劇団東俳つくしんぼくらぶ／劇団東俳 

北区視覚障がい者福祉協会とは 

 北区に在住する視覚障がい者の団体です。

サークルや活動を通して会員同士の親睦を図っ

ています。活動や会員加入については下記にお

問い合わせください。    

        北区視覚障がい者福祉協会  

        会長 篠崎 TEL：3901-9214 

｢今｣そばにいる誰かを、あなたはきちんと愛せていますか？ 

盲導犬チエが、ほんとの愛の温かさ、柔らかさを伝えます。 

『クイール』〈04年〉、『ベルナのしっぽ』〈05年〉…無償の愛に生きる盲導犬の物語は、 

いくつもの作品の中で描かれ、多くの人々の心を遥かな感動で包みこんできました。そ 

して今、より深い感動へといざなう、もうひとつの盲導犬の愛の物語『パートナーズ』が 

誕生しました。主人公は夢も希望もなく刹那的に生きてきた19歳の小山内剛。ひょんな 

ことからチエという盲導犬と出会い、訓練士としてともに奮闘し、心の成長を遂げていき 

ます。愛はおろか、心さえも失いつつある絶望的な今の若者の心、小山内剛の心の風景 

を細やかな演技で紡ぎ出すのは、テレビドラマ『コード・ブルー～ドクターヘリ緊急救 

命～』（CX）で話題沸騰、映画CMで大活躍中の若手演技派、浅利陽介。また、大塚ち 

ひろ。夏八木勲、熊谷真実、川上麻衣子、村田雄浩等々。豪華出演者たちも盲導犬チエ 

と至上の愛の物語を綴っていきます。撮影は、第81回アカデミー賞外国映画賞を受 

賞した「おくりびと」の浜田毅が担当。監督は本作品が劇場映画初監督となる、テレビド 

ラマ界の鬼才、下村優。リアルな人間描写で定評がある下村演出ならではの、これまで 

にない胸に迫る盲導犬の物語―――ほんとの愛の厳しさ、温かさ、柔らかさを伝えます。 

好きになる――パートナーはそこから生まれて、始まる。 

チエとともに知った絆＝パートナー 

チエが繋いでいくのは「心」と「心」＝パートナーシップ 

チエが教えてくれた「愛すること」「生きることの素晴らしさ」 

19歳のフリーター小山内剛 (浅利陽介 )は、知人の死をきっかけに、盲導犬訓練学校 

に入学した。2年間の研修期間を経て、みどと准訓練士となった剛が初めて担当する訓 

練犬は、チエだった。生後2ヶ月で、母犬から離され、パピーウォーカーと呼ばれる育て 

の親、長谷川家で10か月間暮らしたチエは、立派な生犬となり剛の元へと戻ってきた。 

剛は、チエを盲導犬にすべく日々奮闘するが、なにかがうまく行かない。思い悩んだ剛は、 

パピーウォーカーの長谷川家で、もっともチエをかわいがっていた10歳の長女、美羽(近 

藤理沙)に相談する。美羽が剛に伝えたことは、たったひとつだった。「私はチエを好 

きだっただけ」―――。そんなある日、剛とチエの前にロックシンガーの真琴(大塚ちひろ) 

が現れる。 

不慮の事故で失明した彼女は、心を固く閉ざしていた。剛はチエとともに、真琴の心を 

開こうと必死になるが思いもよらぬ事件がチエに降りかかり、剛、真琴、そして美羽は…。 

出会いと別れの中で｢今｣を懸命に生きる盲導犬の 

まっすぐな愛の物語 

 
子ども券（無料） 

も配布します！ 


